



















校を行わない ， 2 ）月に 2 ～ 4 日登校を行う，3 ） 
週に 2 ～ 5 日登校を行うという 3 つのタイプがあ
























キーワード：通学型の通信制高校，“ 教師－生徒 ” 関係，自己開示，ケアリング
Performing Individual’s Mental Self-Actualization of Students
at a Correspondence High School Course









― “ 教師－生徒 ” 関係に着目して ―
































































































る。 1 ） 自分自身をより深く知ることができる， 
2 ） 胸の中にたまった情動を発散して気持ちが







面， 3 ）精神的自己の志向的側面， 4 ）身体的自
己の外見的側面， 5 ）身体的自己の機能・体質的
































































































































































































































　 2 年の D は，少し年長の20歳，経験がある分，言動も落ち着いて感じられる。登校
後，しばらくして職員スペースに移動，当然のように空いた職員椅子に座り，携帯を




た。あくまでボケるようにつぶやく D に，F 先生は逐一ツッコミで対応する。
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に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 述 べ て い る 。  
X 高 校 は 学 校 と し て は 特 殊 な 場 で あ り ，「 自 己 決 定 」と「 共 生 」
に 特 徴 づ け ら れ ，教 師 と 生 徒 の「 自 然 体 」と い う こ と を 可 能 に
し て い る 。 X 高 校 の 「 場 の 特 殊 性 」 は ， 教 師 同 士 の 関 係 に も 影
響 を 与 え ，そ れ が 生 徒 の 心 理 や 行 動 も 影 響 を 及 ぼ し て い る 可
能 性 も あ る 。 神 崎 ・ サ ト ウ （ 2018） は ， 学 校 復 帰 支 援 と し て ，
学 内 に お け る 生 徒 の 多 様 な「 居 方 」を 保 障 す る 実 践 の 有 効 性 を
示 唆 し た 。教 師 が 生 徒 を 大 き く 受 容 し ，生 徒 と 自 然 な 関 わ り 方
を す る こ と は ，行 為 や 態 度 そ の も の が 生 徒 に と っ て の 重 要 な ケ
























 本 研 究 で は ， 困 難 を 経 験 し た （ 経 験 し て い る ） 通 信 制 高 校
生 徒 が ， 重 要 な 他 者 で あ る 教 師 と の ど の よ う な 関 わ り を 通 し
て 自 己 開 示 に 至 る の か ， 教 師 － 生 徒 間 に ケ ア リ ン グ も 含 め
て ， ど の よ う な 関 わ り 方 が 生 ま れ て い る の か に つ い て 考 察 し
 
距 離 感 ・ 関 係 性  
教 師 の ケ ア  
生 徒  
自 己 開 示  
教 師  
 
会 話  
図 １ ．  教 師 － 生 徒 間 の 関 わ り と 自 己 開 示 に 至 る 構 造  
 








表 3 ．事例 D のエピソードの特徴と自己開示
項　目 エピソード
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川村・高野：通信制高校における“教師－生徒”関係と生徒の自己開示
Performing Individual’s Mental Self-Actualization of Students
at a Correspondence High School Course
－ Focusing on the "teacher-student" relationship －
Hiroko KAWAMURA・Miyuki TAKANO
　Students attending correspondence course high schools have increased suddenly recent years. 
Those high schools have many students with various problems. Students rely on teachers to maintain 
relationships with schools, and teachers are required to have the interaction between teachers and 
students, including the functional elements of care, that affect the self-disclosure of students.
　In this study, we focused on the interaction between teachers and students, including the functional 
elements of care, that affect the self-disclosure of students, and analyzed them using fieldwork and 
micro-ethnography techniques through the relationships between teachers and students.
　As a result, it became clear that the realization of the studentsʼ self-disclosure was influenced by 
the teacherʼs sense of distance to the students and their natural attitude.
Key words: A Correspondence High School Course, The “teacher-student” relationship, Individualʼs 
Mental Self-Actualization, Care
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